
特別養護老人ホーム⾧寿荘消防計画 

目的 

第 1 条 この計画は、消防法第 8 条 1 項に基づき、特別養護老人ホーム⾧寿荘(以下「⾧寿

荘」という。)における防災管理について必要な事項を定めて、火災・水害・地震・

その他災害の予防及び人命の安全並び被害軽減を図る目的とする。 

 

防災計画の適用範囲 

第 2 条 この計画は、⾧寿荘に勤務し、出入りするすべての者へ適用する。 

 

防火管理者の権限及び業務 

第 3 条 1.この計画推進のために防火管理者を置く。 

2.防火管理者は、次の任務を行うものとする。 

(1) 消防計画の検討及び変更 

(2) 消火・通報・避難訓練の実施及び指導 

(3) 消防設備等の点検・設備及び不備欠陥の改善促進 

(4) 建築物・火気使用設備器具・危険物施設などの検査及び不備欠陥の改善促進 

(5) 消防関係法令に基づく各種報告・届け出 

(6) その他防災管理上必要な業務 

 

消防機関への報告及び連絡 

第 4 条 防火管理者は、次の業務について消防機関へ報告届け及び連絡を行う。 

(1) 消防計画の提出 

(2) 建築及び諸設備の設置又は変更の事前連絡並びにそれに基づく諸手続き 

(3) 消防用設備等の点検結果の報告 

(4) ⾧寿荘消防隊の訓練時における事前連絡及びに教育訓指導の要請 

(5) その他法令に基づく報告及びに防火管理について必要な事項 

 

予防管理組織及び業務 

第 5 条 1.日常の火災予防及び地震等の出火予防を図るため、火災予防者を別紙１のとおり

に指定する。 



2.火災予防責任者の任務は、次のとおりにする。 

(1) 建物・火気使用設備・電気設備等の日常の維持管理 

(2) 消防用設備等の維持管理 

(3) 地震等における火気使用設備等の出火予防措置及び避難経路の確保 

(4) その他火災予防上必要な自主査察 

 

第 6 条 防火管理者は、火災その他の災害に対処するため、消防防災の用に供する設備の

状況並びに危険物の貯蔵状況及びに火気の取扱い状況等について、別紙 2 により

定期的に又は臨時に自主査察を行うものとする。 

 

消防隊 

第 7 条 1.火災又は地震等の災害による被害を最小限度にとどめるために⾧寿荘消防隊(以

下「消防隊」という。) 

2.消防隊の業務分担及び編成は、別表 3 とする。 

3.消防隊員に対する勤務時間外の連絡系統は、別表 4 とする。 

4.⾧寿荘防災協力隊員の任期は 2 年とし、理事⾧が委嘱する。 

防災協力隊員は、別表 5 とする。 

 

消防隊⾧等 

第 8 条 1.消防隊は、隊⾧・隊⾧付・小隊⾧を置く。 

2.隊⾧は、施設⾧をもってあてる。 

3.隊⾧付は、防火管理者・生活相談員をもってあてる。 

4.小隊⾧は、養護主任並びに管理栄養士をもってあてる。 

 

消防隊⾧等の任務 

第 9 条 1.隊⾧は、消防隊を統治し、これを代表とする。 

2.隊⾧付は、隊⾧を補佐する。 

3.小隊⾧は、隊⾧の命を受け、隊員を指導する。 

 

消防訓練等 

第 10 条 防火管理者は、有事に際し、被害を最小限度に留めるため通報・消火・避難等の

教育及びに訓練を年 2 回以上実施するものとする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 区分 内容 備考 

４ 教育訓練 図上訓練（消防計画・火災予防責任者指定

表・自主査察表・消防業務分担表・消防隊編

成表・勤務時間外通報連絡系統） 

 

５ 救助訓練 

避難訓練 

水害対策訓練 

夜間想定訓練 

 

６ 総合訓練 

通報訓練 

避難誘導及び時間外招集訓練 

地区合同訓練【水害】 

消防署立合 

７ 避難訓練 

通報訓練 

地震対策訓練 

夜間想定訓練 

 

８ 避難訓練 

消火訓練 

夜間想定訓練 

放水訓練（消火器） 

 

９ 避難訓練 

消火訓練 

夜間想定訓練 

放水訓練（消火栓） 

 

１０ 避難訓練 

消火訓練 

夜間想定訓練 

放水訓練（消火栓） 

 

１１ 総合訓練 

通報訓練 

避難誘導及び時間外招集訓練 

地区合同訓練【火災】 

消防署通報 

消防署立合 

１２ 救助訓練 

避難訓練 

夜間想定訓練 

放水訓練（消火器） 

 

１ 消火訓練 

避難訓練 

夜間想定訓練 

放水訓練（消火栓） 

 

２ 避難訓練 

消火訓練 

水害対策訓練 

夜間想定訓練 

 

３ 避難訓練 

通報訓練 

防災計画見直し 

地震対策訓練 

夜間想定訓練 

防災計画見直し及び更新 

 

令和 6 年度防災訓練予定表 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出火場所 担当者 A                B     

出火場所

訓練日時

A B C D

令和  年  月  日（  ）  時    分から

    C                D 

⾧寿荘夜間避難訓練マニュアル

夜勤者 3名（A・B・C）

宿直代行1名（D）

ボイラー室からの火災発生

仮眠者を起こす 現場確認 現場確認 現場確認

非常ベル鳴動後出火場所（  ）確認

して直ちにBを起こす

Aに起こされ寮母室で15秒数え出火場

所を確認して、Dと共に非常用電話を

持参して現場へ向かう

ユニット床内を確認する Bの指示により消火器を持参して現場へ

行く

初期消火
出火場所（ ）確認中と3回放送をする

非常用電話を準備

近くの消火栓にて非常用電話により連

絡する

側に設置してある消火器又は消火栓で

初期消火を行う（15秒）

持参した消火器で初期消火をする（15

秒）

Bから非常電話より連絡を受け非常通報

装置エマーコムボタンを押す

近くに設置してある消火器又は消火栓

で初期消火を行う（15秒） 避難誘導

非常放送 状況報告 初期消火

非常通報装置を押す 初期消火 肉声を火事で知らせる

出火場所から近い利用者から避難誘導

を行う

出火場所から近い利用者から避難誘導

を行う

肉声で火事を知らせる

出火場所から近い利用者から避難誘導

を行う

出火場所から近い利用者から避難誘導

を行う

避難誘導
出火場所から近い利用者から避難誘導

を行う

ユニット棟防火扉の閉鎖確認 肉声で火事を知らせる

避難誘導避難誘導

※避難訓練マニュアルの動きは、動画もあり

訓 練 終 了

出  火

自 動 火 災 報 知 設 備 発 報
全棟非常ベル鳴動

・協力隊員到着時間チェック

・協力隊員到着後、改めて訓練開始

デイサービス・ショート棟の防火扉の閉鎖確認

避 難 状 況 確 認 報 告

情報提供
隊⾧・消防隊に避難状況及び出火の状

況の報告をする（隊⾧・消防隊到着

時）

荘外に誘導後A・B・C・Dは避難状況を隊⾧に報告する

避難誘導避難誘導
出火場所から近い利用者から避難誘導

を行う



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出火場所

出火場所

訓練日時

A B C D

訓 練 終 了

出  火

自 動 火 災 報 知 設 備 発 報
全棟非常ベル鳴動

・協力隊員到着時間チェック

・協力隊員到着後、改めて訓練開始

デイサービス・ショート棟の防火扉の閉鎖確認

避 難 状 況 確 認 報 告

情報提供
隊⾧・消防隊に避難状況及び出火の状

況の報告をする（隊⾧・消防隊到着

時）

荘外に誘導後A・B・C・Dは避難状況を隊⾧に報告する

避難誘導避難誘導
出火場所から近い利用者から避難誘導

を行う

出火場所から近い利用者から避難誘導

を行う

出火場所から近い利用者から避難誘導

を行う

肉声で火事を知らせる

出火場所から近い利用者から避難誘導

を行う

出火場所から近い利用者から避難誘導

を行う

避難誘導
出火場所から近い利用者から避難誘導

を行う

ユニット棟防火扉の閉鎖確認 肉声で火事を知らせる

避難誘導避難誘導

Bから非常電話より連絡を受け非常通報

装置エマーコムボタンを押す

近くに設置してある消火器又は消火栓

で初期消火を行う（15秒） 避難誘導

非常放送 状況報告 初期消火

非常通報装置を押す 初期消火 肉声を火事で知らせる

初期消火
出火場所（ ）確認中と3回放送をする

非常用電話を準備

近くの消火栓にて非常用電話により連

絡する

側に設置してある消火器又は消火栓で

初期消火を行う（15秒）

持参した消火器で初期消火をする（15

秒）

仮眠者を起こす 現場確認 現場確認 現場確認

非常ベル鳴動後出火場所（  ）確認

して直ちにBを起こす

Aに起こされ寮母室で15秒数え出火場

所を確認して、Dと共に非常用電話を

持参して現場へ向かう

ユニット床内を確認する
Bの指示により消火器を持参して現場へ

行く

令和 年  月  日（ ） 午後  時  分から

    C     D 

担当者 A     B     

⾧寿荘夜間避難訓練マニュアル

夜勤者 3名（A・B・C）

宿直代行1名（D）

ユニット棟からの火災発生想定

※避難訓練マニュアルの動きは、動画もあり



けやきデイサービスセンター消防計画 

目的 

第 1 条  この計画は、消防法第 8 条 1 項に基づき、けやきデイサービスセンターにおけ

る防災管理について必要な事項を定めて、火災・水害・地震・その他災害の予防及

び人命の安全並び被害軽減を図る目的とする。 

 

防災計画の適用範囲 

第２条 この計画は、けやきデイサービスセンターに勤務し、出入りするすべての者へ適用

する。尚、特別養護老人ホーム⾧寿荘と棟続きであることから、特別養護老人ホー

ム⾧寿荘防火管理者が兼務となる。 

 

防火管理者の権限及び業務 

第 3 条 防火管理者は、所⾧とし、この計画に一切の権限を有し、次の任務を行うものとす

る。 

(1) 消防計画の検討及び変更 

(2) 消火・通報・避難訓練の実施及び指導 

(3) 消防設備等の点検・設備及び不備欠陥の改善促進 

(4) 建築物・火気使用設備器具・危険物施設などの検査及び不備欠陥の改善促進 

(5) 消防関係法令に基づく各種報告・届け出 

(6) その他防災管理上必要な業務 

 

消防機関への報告及び連絡 

第 4 条 防火管理者は、次の業務について消防機関へ報告届け及び連絡を行う。 

(1) 消防計画の提出 

(2) 建築及び諸設備の設置又は変更の事前連絡並びにそれに基づく諸手続き 

(3) 消防用設備等の点検結果の報告 

(4) けやきデイサービスセンター消防隊の訓練時における事前連絡及びに教育訓指導の 

要請 

(5) その他法令に基づく報告及びに防火管理について必要な事項 

 



予防管理組織及び業務 

第 5 条 1.日常の火災予防及び地震等の出火予防を図るため、火災予防者を別紙１のとおり

に指定する。 

2.火災予防責任者の任務は、次のとおりにする。 

(1) 建物・火気使用設備・電気設備等の日常の維持管理 

(2) 消防用設備等の維持管理 

(3) 地震等における火気使用設備等の出火予防措置及び避難経路の確保 

(4) その他火災予防上必要な自主査察 

 

第 6 条 防火管理者は、火災その他の災害に対処するため、消防防災の用に供する設備の

状況並びに危険物の貯蔵状況及びに火気の取扱い状況等について、別紙 2 により

定期的に又は臨時に自主査察を行うものとする。 

 

消防隊 

第 7 条  1.火災又は地震等の災害による被害を最小限度にとどめるためにけやきデイサー

ビスセンター消防隊(以下「消防隊」という。) 

2.消防隊の業務分担表は、別表 3 とする。 

3.消防隊の編成は、別表 4 とする。 

 

消防隊⾧ 

第 8 条 1.消防隊は、隊⾧・小隊⾧を置く。 

2.隊⾧は、所⾧をもってあてる。 

 

消防隊⾧の任務 

第 9 条 1.隊⾧は、消防隊を統治し、これを代表とする。 

2.小隊⾧は、隊⾧の命を受け、隊員を指導する。 

 

消防訓練等 

第 10 条 防火管理者は、有事に際し、被害を最小限度にとどめるため通報・消火・避難等

の教育及びに訓練を年 2 回以上実施するものとする。 


